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降ひょう ひよう無し 合 計
降ひょう 8 10 18
ひよう無し 3 588 591







































































































































LSI ＜一1 ＜2 く4 ＞4
降ひよう日数 4 6 8 0
無降ひよう日数 1 2 3 7
降ひよう発生率（％） 80 75 72 O
　表2から次のことが言える．
　（1）降ひよう日は全てL　S　Iが4より小さい．他方，ひようが降らなかつた日でL　S　Iが4
より小さい日は3日にすぎない．
　12〕L　S　Iが小さいほどひようが降る確率は高くなる．L　S　I＜4のときに降ひよう日の占
める率は72％であるが，L　S　I＜一1であれぼ80％である．このことから，上層大気の安
定性と下層大気の安定性とはお互いに独立していること，そして降ひよう日は上層大気も下
層大気も安定性が悪いことが分かる．
　降ひよう予測法としては，図2のAの領域に入つた日についてL　S　Iを求め，L　S　I＜4
の日に降ひようを予想する．この予測法の適中率は70％程度が期待できる．
6．　’ま　と　め
　日本の関東地方を対象とした降ひよう予測用ノモグラムを少し変更することによつて，韓
国の中部地方を対象とした降ひよう予測用のノモグラムとして使用できることを示した．さ
らに，下層大気の安定性を予測因子として採用することにより，降ひよう予測の精度は一層
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高くなる・図2のAの領域に入ること，かつ，下層大気の安定性が4未満となることと
いう，本報告で示した予測法の適中率は70％にもなる．表1のように分割表を作り，技能点
を求めると73％の高率になった．本来，この適中率と技能点については検証をして確認すべ
きである．しかし，関東地方を対象とした予測法を適用したものであるから，ある程度の客
観性を持つといえる．したが）て，検証の場合でも本報告で得られたのと同程度の適中率と
技能点が期待できよう．
　韓国の中部地方と日本の関東地方とで，大気成層の状態に次のような類似点と相違点とが
ある．
　（1）ひようは大気の安定性が悪く，気温の低いときに発生している．
　（2〕降ひよう日の500m　bの気温は，中部地方と関東地方とでは大きく違っている．シヨワ
ルターの安定指数が同じときに降ひようの可能性が大きくなる500m　bの気温は，韓国の中
部地方における方が10℃近く低い．
　（3〕大気成層は850m　b周辺を境にして状態が大きく違うことがある．ショワルターの安定
指数で不安定と評価されても，下層が非常に安定であることが少なくない．このことは，韓
国の中部地方でも日本の関東地方でも生じている．
　（3）の事実は，対流現象の予測において下層大気の状態をも考慮すべきであることを示し
ている．下層大気の安定度を予測因子として採用することにより，雷雨予測などの精度の向
上がもたらされると考えられる．
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